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７．業務運営及び内部統制の実効的な監視及び改善

【社会保険庁における取組】

●内部監査の質の向上

●内部監査の視点の変更

【日本年金機構における取組】＜ 課 題 ＞

○監査担当として、民間人材を
登用し、民間的監査手法、監
査の考え方を導入。

○従来の指導に重点を置いた監
査から、予告しない監査など
緊張感のある監査を行うこと
を含め、不適切な業務処理の
早期発見と是正を重視した監
査実施方式への転換。

○従来都道府県単位に置かれて
いた監察官について、本庁併
任とした上で、ブロック単位
に集約化するとともに、それ
まで所属していた事務局の管
轄以外の事務所等の監査を行
う仕組みを導入。

●監査体制の独立性、指揮命令系統の一元化

○理事長と直結した監査部門を本部に設置し、機動的・効果的に
内部監査を実施。内部統制の一環として、ＰＤＣＡサイクルを確
立。

・監査体制の独立性

・指揮命令系統の一
元化

・監査業務の厳格化・
効率化

・民間の知見や外部
監査を活用した監
査手法等の確立

○重点監査（リスクアプローチ）、システムを用いた監査（モ
ニタリング）、抜き打ち監査等を実施し、また、民間人材の活
用、民間手法の導入、監査マニュアルの作成や、監査結果の公表

を適切に行い、内部監査の質の向上を図る。

●監査業務の厳格化・効率化

（１）取組方針

○会計監査人の会計監査及び監事による監査、内部監査が実効的に行われ、監査結果を業務運営に適切

に反映するための体制を整備する。

●民間の知見、外部監査を活用した監査手法等の確立
○内部統制、業務管理・リスク管理についての監視・評価を、外部監

査も活用しつつ行う。
○会計監査のみならず、業務についても、適切なテーマを設定して、
監査法人や専門家等による外部監査を実施。

○システム監査及び情報セキュリティ監査の実施により、システム
の信頼性・安全性・効率性の確保を図る。

○監査結果（指摘事項）について、定期的に理事会に報告するとと
もに的確に業務改善に繋げるよう、指摘事項のフォローアップを
実施。
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監査部

●監事の職務を補佐する監事室を設置し、監事による適正で効果的な監査を実施

●理事長直属の監査部門を設置し、監査規程、監査計画及び監査マニュアルを策定するとともに、外部監査を活用しつ
つ効果的な監査を実施

●監査結果を踏まえ、業務運営及び内部統制の改善を確実に実施

●監事及び監査部は、定期的に意見・情報交換を行い、相互に連携

連携

監事 ２人 監事室
（ｽﾀｯﾌ）

厚生労働省

公的年金の管理運営責
任に基づく監査

厚生労働省

公的年金の管理運営責
任に基づく監査

会計監査人

財務諸表、事業･決算報
告書の監査
（外部監査）

会計監査人

財務諸表、事業･決算報
告書の監査
（外部監査）

（注）厚生労働大臣が公認会
計士又は監査法人から選任

会計検査院
機構運営費交付金の予
算執行、決算検査等

会計検査院
機構運営費交付金の予
算執行、決算検査等

※上記の他に、機構は、総
務省行政評価局の行政
評価・監視の対象となる。

財務・業務を監査し、財務
諸表等の大臣への提出の際
に意見を付記
業務運営・内部統制の監視

本部

ﾌﾞﾛｯｸ本部

事務ｾﾝﾀｰ

毎年すべての
組織を監査

報告･連携

業務監査
会計監査
ｼｽﾃﾑ監査

（各監査に内部統制の監視を含む）

※ 各部署はそれぞ
れの業務について
ｾﾙﾌﾁｪｯｸを実施

※監査部は、ﾘｽｸ・ｺﾝﾌﾟﾗｲ
ｱﾝｽ部と連携し、各担当
部門に対し、改善策等
の提言を行う

日本年金機構

重点監査（リスクアプロー
チの導入など）

システムを用いた監査(モニ

タリング)

抜き打ち監査

外部専門家の知見の活用

・手法の導入

民間人材の採用・活用

外部監査の活用
（業務監査、システム監査）

監査中期計画・監査年次計

画の策定

監査規程に基づく監査マニ

ュアル・監査手順書の作成

監査結果の適切な公表

監査結果（指摘事項）の

フォローアップ

監査専門人材の育成

年金事務所

毎年すべて
の事務所を
監査

リスク・コンプライアンス部

ﾌﾞﾛｯｸ
本部

･･････

ﾌﾞﾛｯｸ
本部

ﾌﾞﾛｯｸ
本部

本部駐在の
監査担当職員

ﾌﾞﾛｯｸ本部駐在の監査担当職員

・・・

重要事案について
必要に応じ年金事
務所を監査

（２）業務運営及び内部統制の実効的な監視及び改善の仕組み

理事長

【内部監査の質の向上】
運営評議会


